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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 未利用バイオマスからの機能性や機能性成分の発見は、新たな天然物資源としての用途開発の一

助となる。本論文では、オリーブオイル生産における未利用副産物であるオリーブオイル搾油残渣

（OMW）の抽出成分について、皮膚関連細胞に対する機能性と機能性成分の解明を試みた。その

結果、皮膚の防御機構に関連する機能性として、好塩基球に対する抗アレルギー活性ならびに表皮

角化細胞に対する細胞内カルシウムイオンシグナル誘導を見出した。さらに、その機能性成分の特

性を検討し、具体的な有用性に関する科学的知見の少ない OMW の抽出成分の機能性に関する科学

的エビデンスの蓄積に成功している。 
 まず、皮膚関連細胞（好塩基球、表皮角化細胞、線維芽細胞、メラノサイト）に対する、OMW
およびオリーブ各部位の水およびエタノール抽出物の影響を比較検討した。その結果 OMW のエタ

ノール抽出物は、好塩基球のアレルギー誘導物質の放出（脱顆粒）を抑制した。また、表皮角化細

胞に対して細胞内カルシウムイオンシグナルを誘導した。これらのことは、OMW が、抗原に対す

るアレルギー反応を回避し、表皮角化細胞の分化誘導による正常な表皮形成を促す可能性を示唆す

るものである。皮膚の防御機構に関連するこれらの機能性は、アトピー性皮膚炎の様な皮膚疾患に

対して予防・改善効果が期待される。特に、今回検討した抽出物の中で、唯一 OMW のエタノール

抽出物のみが好塩基球の脱顆粒を抑制することを見出したことは、未利用副産物である OMW の高

度利活用法の道を切り開く手がかりとなりうる有用な知見である。 
 次に、皮膚の防御機構に関連する好塩基球と表皮角化細胞に対する機能性成分について、その化

学特性を明らかにした。OMW エタノール抽出物を順相クロマトグラフィーに供し分画を行い、得

られた画分のうち、中極性画分が抗アレルギー活性を示し、高極性画分が表皮角化細胞のカルシウ

ムイオンシグナルを誘導することを見出した。 
 さらに、中極性画分を順相および逆相クロマトグラフィーを繰り返すことにより分画し、抗アレ

ルギー活性成分の単離同定に成功している。活性成分としては、luteolin、トリテルペン類である

11-oxo-maslinic acid、2-O-acetylmaslinic acid が同定された。特に、11-oxo-maslinic acid は新規

化合物であり、2-O-acetylmaslinic acid の単離はオリーブでは初めての報告であった。上に加えて、

4 種の類似化合物を単離同定し、それらを用いた構造活性相関により 11-oxo-maslinic acid の 11
位のケトン基、及び 2-O-acetylmaslinic acid の 2 位のアセチル基が、抗アレルギー活性に寄与し

ている可能性を示唆した。本知見は、トリテルペン類の抗アレルギー活性を制御する部分構造に関



する重要な発見である。 
 以上要するに、本論文では、未利用バイオマスである OMW の抽出成分について、皮膚関連細胞

に対する機能性に着目した一連の検討により、好塩基球および表皮角化細胞に対する機能性成分の

化学特性を明らかにした。また、好塩基球に対する抗アレルギー活性成分として新規化合物をはじ

めとする一連のトリテルペン類の単離に成功し、構造活性相関を明らかにした。これらの知見は、

天然物有機化学および森林圏環境資源科学の発展に寄与する価値ある業績と認める。よって、本研

究者は、博士（農学）の学位を得る資格を有するものと認める。 
 


